
平成 30 年度常時モニタリング調査結果について 

１ 調査状況 
平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日の間、別紙 1 に示す井戸において、浸透水および地

下水の水位および水質｛水温、pH、電気伝導度（以下「EC」という。）および酸化還元電位（以

下「ORP」という。）｝の常時モニタリング調査を行った。なお、機器の保守点検日および採水日

は欠測とした。 

(1) 保守点検日および採水日 
保守点検日：4/3、4/26-27、5/24-25、6/1、6/25-26、7/24-25、8/1、8/27-28、9/25-26、10/2、10/24-25、

11/26-27、12/3、12/25-26、1/23-24、2/1、2/20-21、3/18-19 
採 水 日：6/26、9/26、11/28、1/30 

(2) 調査の開始・終了および欠測等について 
A-3 は土等の孔内侵入が著しく、観測井戸として不適当と考えられるため、平成 30 年 12 月・ 

2 日に調査を終了し、代替として No.3 揚水井戸において平成 30 年 12 月 4 日から調査を開始し

た。 

H26-S2(2)の水質は、操作ミスにより平成 30 年 11 月 21 日から 11 月 26 日まで欠測であった。 ・ 

H26-S2(2)および No.3-1 は、平成 31 年 2 月 26 日に孔内の洗浄を行った。 ・ 

A-3 の ORP は、操作ミスにより平成 30 年 8 月 1 日から 8 月 4 日まで欠測であった。 ・ 

No.3-1 の水質は、機器の故障により平成 30 年 5 月 16 日から 5 月 24 日まで欠測であった。・ 

また、修理期間に ORP を計測しない型式の機器を使用したため、ORP はその後 8 月 28 日まで

欠測であった。 

No.1 の水位は、機器の故障により平成 30 年 6 月 6 日から 6 月 25 日まで欠測であった。 ・ 

２ 調査結果 
(1) 水位 （別紙 2-1～2-4） 

全体的に降雨の影響により水位が上昇する傾向が見られた。 
H24-8(2)の水位は、平成 26 年度の遮水壁工事後、降雨の影響による変動が鋭敏になり、平成・ 

30 年度もその傾向が継続した。 

鉛直遮水壁外側の H26-S2(2)の水位は、横ばいで推移しており、降雨の際も変動しなかった。 ・ 

鉛直遮水壁内側の H22-オ-1(2)および A-3 の水位は、降雨の影響により鋭敏に変動した。 ・ 

Ks2 層の No.1-1、No.3-1 および No.1 は、降雨状況を反映して季節的に変動した。 ・ 

No.3 揚水井戸ではポンプを連続稼働しているため、水位はポンプの位置で一定であった。 ・ 

(2) 水温 （別紙 3-1～3-4） 
C1、H22-エ-5 および No.1-1 の水温は、夏季・秋季の降雨時には一時的に上昇し、冬季・春・ 

季の降雨時には一時的に低下する傾向が見られた。雨の水温が影響しているものと考えられる。 

市 No.2 の水温は、緩やかな季節変動を示した。 ・ 



(3) pH （別紙 4-1～4-4） 
pH は概ね 6~9 の間で推移した。 
C1 は、通常時には pH 8 程度で推移し、降雨時には pH 7 程度に低下する傾向を示した。雨水・ 

が地表面および C1 井戸付近の側面に位置する Ks3 層から流入したことによるものと考えられ

る。 

H26-S2(2)は、pH 7 程度で推移した。 ・ 

 平成 30 年 5 月、12 月、平成 31 年 2 月～3 月に pH 10～12 程度を示したが、保守点検の際の

手測りの測定値が pH 6.58～6.99 であったため、汚れ等による計器の誤差によるものと考えられ

る。 

H22-オ-1(2)は、pH 7 程度で推移した。 ・ 

 平成 30 年 6 月に pH 13 程度を示したが、保守点検の際の手測りの測定値が pH 6.95 であった

ため、汚れ等による計器の誤差によるものと考えられる。 

No.1 は、pH 6 程度で推移した。 ・ 

 平成 30 年 6 月および 7 月に pH 10～11 程度を示すことがあったが、保守点検の際の手測りの

測定値が pH 6.52～6.76 であったため、汚れ等による計器の誤差によるものと考えられる。 

No.3-1 は、pH 7 程度で推移した。 ・ 

 平成 30 年 4 月～5 月に pH 8～9 を示すことがあったが、保守点検の際の手測りの測定値が pH 

6.75～6.82 であったため、汚れ等による計器の誤差によるものと考えられる。 

(4) EC （別紙 5-1～5-4） 
全体的に、降雨時に変化する傾向が見られた。 
C1 の EC は、通常時には 70 mS/m で推移し、降雨時には鋭敏に低下した。雨水が地表面およ・ 

び C1 井戸付近の側面に位置する Ks3 層から流入したことによるものと考えられる。 

H22-オ-1(2)の EC は、平成 29 年 3 月の孔内洗浄後、降雨時に鋭敏に低下するようになり、平・ 

成 30 年度もその傾向が継続した。孔内洗浄によりストレーナの目詰まりが除去され、井戸周辺

の水質の変化が孔内の水質に迅速に表れるようになったものと考えられる。また、降雨による

洗い出しが進んでいるものと考えられる。 

H26-S2(2)の EC は、170 mS/m 程度で推移した。 ・ 

A3 の EC は、300～500 mS/m で推移した。降雨時にやや鋭敏に上昇する傾向が見られた。平・ 

成 30 年 8 月以降に上昇しているのは、土等が孔内に侵入した汚れ等によるものと考えられる。 

No.3-1 の EC は、250 mS/m 程度で推移していたが、平成 30 年 5 月～6 月に急激に減少して以・ 

降は 50～100 mS/m で推移した。近接する工区で底面遮水工が進んだことによるものと考えら

れる。 

No.1-1 の EC は、50～100 mS/m で推移した。降雨時に変化する傾向が見られた。 ・ 

(5) ORP （別紙 6-1～6-4） 
C1、H22-オ-1(2) 、H22-エ-5 および A3 の ORP は、降雨時を除いて低い値を示し、還元状態・ 

であった。降雨時には、廃棄物土層に地表面から流入する雨水および側面から流入する Ks3 層

の地下水の水量が増加し、溶存酸素が供給されることで上昇し、還元状態が解消された。 



H26-S2(2)、D3、市 No.2、No.3 揚水井戸、No.3-1、No.1 の ORP は、降雨時に特に変動せず、・ 

還元状態が継続した。 

No.1-1 の ORP は、降雨時に特に変動せず、酸化状態が継続した。地面に浸透して間もない水・ 

が占めていると考えられる。 


